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 低分子量有機物やフラーレンなどの分子性集合体（液体も含む）の機能性開拓と解析を行

っている．主として導電性に着目し，結晶構造，磁性，転移現象，等々の諸性質から，新た

な機能性物質開拓の指針を探る研究を行っている．  
 

 

フラーレン誘導体，フタロシアニン，ポルフィリン等を用いた錯体開拓 

C60 誘導体とドナー間の電子移動条件を，酸化還元電位により数式化した．C60(CN)2, CoTPP, 
(C6H6)2Cr から成る 3 元系錯体単結晶を作成し，C60(CN)2と Co に結合を見出した． 

二次元層状構造で初めてのフラーレン金属(MDABCO+)･TPC･(С60
)を開発した（下図右下、

層内の分子配列の様子）． 

ロシア科学アカデミーの研究グループと共同研究を継続している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規な C60電荷移動錯体の作製と C60の電子受容性評価及び超伝導体の開発 

電荷移動吸，酸化還元電位から，C60 の電子受容性が s-ﾃﾄﾗｼｱﾉﾍﾞﾝｾﾞﾝ程度に弱いことを示し，

イオン的錯体の必要条件を示した．OMTTF･C60･PhH の結晶構造を明らかにした．中性-イオ

ン性境界の Cp*2Fe 錯体が強磁性的挙動を示す場合があることを見出した． 

トルエン中で作製した K3C60, Rb3C60について転移点近傍の磁化測定を行い，これらの超伝導

体ではゆらぎの効果が無視できない事を，コヒレンス長解析により明らかにした．C60中性電

 

C60
–

アニオンラジカル

 dimer (diamag.)  dimer (biradical)

coordination to M conducting sheet

これまでに開発してきた種々の分子集合体中でのフラーレン(С60)アニオン

ラジカルの集合様式の例．左上：単結合 1 本で二量化した反磁性種，右上：

単結合 2 本で結合したビラジカル種，左下：金属ポルフィリン誘導体の中心

金属と С60骨格の炭素が温度変化により結合-開裂を示す系，右下：С60アニ

オンラジカルが二次元三角格子状の伝導層を形成する系． 
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荷移動錯体に対する穏和条件でのアルカリ金属ドープにより，ドープ前の結晶構造を保った

まま超伝導が発現することを示した．  

 

TTF 系分子または芳香族炭化水素による分子導体の開発 

直鎖アルキル基を有する一連の非対称ドナーを合成し，単一成分の融点，電子供与能，電気

比抵抗，電荷移動錯体，陽イオンラジカル塩の作製，構造，物性を検討した．イオン性の強

いものは，気水界面において LB 膜が作製できることを示し，構造と導電性を明らかにした．

アルカリ金属(K, Rb, Cs)を芳香族炭化水素化合物(ピレン，ペリレン，コロネン)に気相ドープ

し，SQUID 磁化測定により 10 K 以下程度でスピングラス等の現象を示す例を見出した． 

C7TET-TTF･TCNQ は約 60 ºC で成分(液体 C7TET-TTF 及び微結晶 TCNQ)へ解離し数桁の抵抗

減少を示す．種々のデータからこの状態の電導は，電子(又はホール)によるものであり，有機

物液体半導体を設計するための指針を導出中である． 
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